
訓練実施内容 

１ 地震発生（平成 30年 1月 14日夕刻想定） 

２ 運営体制①（平成 30年 1月 16日 12時想定） 

   新宮市より福祉避難所開設要請 開設準備 

３ 運営体制②（平成 30年 1月 17日 9時想定） 

   要配慮者の受入れ準備 

４ 福祉避難所開設（平成30年1月17日13時想定） 

   要配慮者受入 

５ 講評 関係各位より   
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 みくまの支援学校 

育友会 防災研修部 

 

平成 30 年 1 月 17 日（水）みくまの支援学校

にて、福祉避難所開設訓練が行われました。 

みくまの支援学校は平成 27 年 3 月に新宮市と

福祉避難所の協定を結びました。 

今回、和歌山県障害福祉課や東牟婁振興局、新宮

市健康長寿課とも連携して、どのように要配慮者

の避難所を開設するかについて実地訓練を実施

しました。当日は関係機関、教職員、防災研修部

保護者役員等、約 100名近くが参加しました。

地震発生から避難所開設までの時間経過を区切

り、全員、緊張感のある中、要配慮者家族の受入

準備訓練を迅速に行うことができました。 

○福祉避難所開設訓練内容 

 

○運営本部より各主任へ指示 

○運営本部にて各主任より報告 

○食料・物資等準備 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講評より 

 和歌山県障害福祉課主幹 

  ・教職員での役割の共有化の大切さと互いに援助し合

える体制作りを今後もお願いしたい。 

 東牟婁振興局健康福祉部部長 

  ・本部の運営体制の強化。時系列で記録を残すことが

大切。 

 新宮市健康長寿課係長 

  ・市への希望物品等要望の優先順位をお願いしたい。 

 みくまの支援学校育友会会長 

・課題も含め、保護者としてできる協力をしたい。 

みくまの支援学校校長 

 ・本校の強みを生かせた訓練であり、関係機関が顔の

見える取り組みができた。 

   

○運営体制① 

■運営本部設置（全体把握 指揮 市町村等連絡）  

■施設管理班（施設安全点検 水道、電気、ガス、暖房、下水等確認） 

■受付班（運営できる人数把握） 

■保健班（保健用具 防疫準備） 

■食料・物資班（食料、物資の確認） 

■要配慮者・受入準備班（使用教室確認 教室配置レイアウト） 

運営体制の様子 

○運営体制② 

■運営本部設置（全体把握 指揮 市町村等連絡）  

■施設管理班（施設安全点検 水道電気ガス暖房下水等確認） 

■受付班（受付シートに必要事項記入） 

■保健班（避難教室での健康チェック） 

■食料・物資班（各家庭分の食料・飲料水・物資の配給 食事配給） 

■衛生班（トイレ、シャワー室等衛生管理 ゴミ箱設置 防疫対応） 

■情報班（情報看板設置 避難者への情報提供） 

■要配慮者・受入班（使用教室設置） 

○訓練参加の育友会防災研修部員 

○要配慮者を教室で受入れ 

○受付にて要配慮者家族への聞き取り

教室で受入 


